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ドゥテルテ政権下での人権状況
（2016年7月～2019年12月までのデータ by カラパタン）
超法規的殺害＝293名、超法規的殺害未遂＝429名
不当逮捕・勾留＝768名、不当逮捕（勾留なし）＝2,516名

●6/4 国連人権高等弁務官事務所（OHCHR）報告書

・広範な人権侵害と免責を指摘

＝麻薬戦争の犠牲者 公式統計 8,663人
→実際には3倍との見方も

＝人権擁護者、法律専門職、ジャーナリスト、
労働組合関係者などの殺害 少なくとも 248名（2015-19）

←「red-tagging」現象＝市民社会／表現の自由の深刻な脅威に
人権擁護者やNGOを含む個人や団体に
共産主義者やテロリストのレッテル貼り

フィリピンの人権状況



フィリピンと日本のつながり

地図：Google Earthより

 ニッケル
 EV

 スマホ など

 バナナ



新型コロナ禍と
フィリピン政府の法的措置

 3/8 公衆衛生の緊急事態宣言（宣言第922号）

・新型コロナの支援提供のため警察等の配備

 3/16 国家災害事態宣言（宣言第929号）

・ルソン島全域の封鎖（移動制限）

・影響地域の秩序維持に必要なあらゆる措置を

とるための国軍支援を伴う法の執行

 3/24 Bayanihan to Heal as One Act （共和国法第11469号）

・大統領に広範な権限付与（低所得層の社会保障政策含む）

・第6節(6)「ソーシャル・メディアやその他の形態において、

新型コロナ危機に関する誤情報を拡散」した場合、

最長2ヶ月の収監／最大100万ペソの罰金



新型コロナ下のフィリピンの概況

 封鎖（ロックダウン）＝ルソン島 ＋ その他の地域も

 3月15日～ マニラ首都圏

写真：Rappler Websiteより

地図：Google Earthより



新型コロナ下のフィリピンの概況

 封鎖（ロックダウン）＝ルソン島 ＋ その他の地域も

 3月15日～ マニラ首都圏

 3月17日～5月15日 ルソン全域

強化されたコミュニティ隔離（ECQ)

- 全家庭で厳格な自宅隔離措置

- 不要不急の外出・移動は制限

- 買い物も家族１名 等々

 MECQ  GCQ  MGCQ

その他の地域

（セブ、ダバオ等々）も

→約156,000人が違反 （逮捕・起訴は41,000以上） （5/15現在）

⇒ドゥテルテ大統領 「戒厳令のような措置も・・・」 （4/16）

地図：Google Earthより



新型コロナ下のフィリピンの概況

ドゥテルテ大統領 「戒厳令のような措置も・・・」 （4/16）

写真：ABS-CBN Websiteより



新型コロナ下のフィリピンの概況
 封鎖（ロックダウン）＝ルソン島 ＋ その他の地域も

生活苦・・・特に都市貧困層、農業労働者

※自宅隔離／移動・行動制限 × 救援不足

→マニラではデモにも （4/1）

写真：Kadamay Facebookより写真：フィリピン農民運動（KMP) Facebookより



食料・救援を求めて、逮捕（21名）

動画：Kadamay Facebookより



新型コロナ下でもつづく
人権・環境活動家への人権侵害

 政治的殺害

 不当逮捕・勾留

 軍・警察による暴力・強制排除

 脅迫行為

 テロリストのレッテル貼り

写真：Kalikasan-PNE Facebookより写真：WDC-Boholより



救援物資を届けようとして、逮捕（7名）

写真：フィリピン農業労働者連合（UMA）より（4月19日）



鉱山会社の違法操業を
阻止しようとして、暴力・逮捕・強制排除

 ヌエバ・ビスカヤ州カ
シブ町ディディピオ村

（先住民族イフガオ）

 オセアナ・ゴールド社

 2019年6月20日 操
業許可の期限切れ
⇒操業停止

 2020年4月6日・・・
地図：Google Earthより



動画：Kalikasan-PNE Facebookより



軍のヘリから落下してきたものは・・・
左派組織へのレッテル貼り

写真：コルディリェル民族連合（CPA）（4月12日）

 コルディリェラ地方マ
ウンテン・プロビンス
州サガダ町

 CEｘCI（住友金属鉱
山も40％出資）によ
る鉱山探査事業に周
辺州の住民と反対



Facebookによる
左派組織へのレッテル貼りは悪化
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写真：コルディリェル民族連合（CPA）Facebookより

 左派組織の活動家／子
供たちの誹謗中傷

 活動家の未成年の子ど
ものFBアカウントへ親
の誹謗中傷と脅迫など



地図：Google Earthより

 4/18 農民リーダーの殺害

 4/30 活動家の殺害

 5/1 42人が逮捕

（教会、弁護士、

ジャーナリストなど）

写真：Kalikasan-PNE Facebookより

 5/1 4人が逮捕

 5/1 10人が逮捕

 5/1 18人が逮捕

 5/10 6人が逮捕

 6/5 8人が逮捕

 6/9 1人が逮捕

 3/17 農民殺害

 3/31 農民殺害

 5/26 農民殺害

 5/28 活動家殺害

 5/29 村長殺害

 5/5 ジャ殺害



政治的殺害・・・そして、
つづく活動家への脅迫・嫌がらせ

写真：ボホール女性開発センター（WDC-Bohol）



5/5に最大手のTV局の放送停止命令

写真：KalikasanのFacebookより

写真：友人のFacebookより



新テロ防止法の制定に向けた動き

 2/26 上院で可決

 6/1 大統領が下院に書簡「Urgent」

 6/3 下院で可決

 6/9～ 大統領承認待ち （30日間は拒否権発動の権利あり）

 新しい反テロ法（2020年） ←人間の安全保障法（2007年）

・テロの定義を拡大

・有罪は仮釈放なしの無期刑

・言論活動などによる他者の誘導など、禁錮12年

・逮捕状なしで拘留可能な期間が24日間に etc. 



新型コロナ下での人権侵害
考察と課題

 政治的殺害

 不当逮捕・勾留

 軍・警察による暴力・強制排除

 脅迫行為

 テロリストのレッテル貼り

政府…予算割当、政策の注力点は妥当か？

住民…パンデミックへの対応（生活苦・食料難）と二重負担

市民社会の限界…現場へのアクセス／世の中の関心事項

・連帯・共有
・SNSなどの有効活用

Cf.世銀、アジ銀、各国等からの緊急支援や経済刺激対策
…債務増加？
…環境・社会・人権を軽視した企業救済の恐れ？

・透明性と参加の確保
・より厳しい環境・社会配慮
・無償援助と債務帳消し

ネット規制／濫用



フィリピンと日本のつながり

地図：Google Earthより

 ニッケル
 EV

 スマホ など

 バナナ

生態系の破壊
先住民族・住民・労働者などへの人権侵害

その上に成り立つ
私たちの生活を見直し、システムチェンジを


